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令和２年度ふじみ野市下水道事業会計予算の概要 

 

１  総括  

本予算は、令和２年度の下水道事業に係る予算について編成を行い

ました。 

２  業務の予定量は、次のとおりです。 

(1) 水洗化戸数           ４９，８００戸 

(2) 年間総排水量      １４，２０９，４５０㎥ 

(3) 一日平均排水量         ３８，９３０㎥ 

(4) 主要な建設改良事業 

ア  汚水施設整備事業      ２１，７８０千円 

  イ  雨水施設整備事業      ９４，６１１千円 

ウ  流域下水道事業      １４４，０１９千円 

３  予算規模 

(1) 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりです。 

収入 

   下水道事業収益     １，７５７，８５９千円 

    営業収益       １，３２７，７３７千円 

    営業外収益        ４３０，１２１千円 

    特別利益               １千円 

支出  

下水道事業費用     １，６０４，１２２千円 

    営業費用       １，５２１，２５４千円 

    営業外費用         ７４，８６８千円 

    特別損失           ３，０００千円 

    予備費            ５，０００千円 

(2) 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりです（資本的収入額

が資本的支出額に対し不足する額２３５，９７８千円は、過年度分

損益勘定留保資金２１４，７９２千円及び当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額２１，１８６千円で補塡します。）。 

収入 

資本的収入         ２４３，３９９千円 

企業債          ２１９，６００千円 

負担金            １，７１４千円 

他会計負担金及び補助金   １４，０８５千円 

国庫補助金          ８，０００千円 

支出 

資本的支出         ４７９，３７７千円 
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建設改良費        ２６０，４１０千円 

企業債償還金       ２１８，９６７千円 

４  起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとお

りです。 

起債の目的  限度額  起債の  

方法  

利率  償還の方法  

公共下水道

事業  

７５，７００  

千円  

普通貸借

又は証券

発行  

３．０％以

内 。 た だ

し、利率見

直 し 方 式

で 借 り 入

れ る 資 金

に つ い て

利 率 の 見

直 し を 行

っ た 後 に

おいては、

当 該 見 直

し 後 の 利

率とする。 

政府資金については、

その融資条件により、

銀 行 そ の 他 の 場 合 に

は そ の 債 権 者 と 協 定

するものによる。ただ

し、企業財政の都合に

よ り 据 置 期 間 及 び 償

還期限を短縮し、又は

繰 上 償 還 若 し く は 低

利 に 借 り 換 え す る こ

とができる。  

流域下水道

事業  

１４３，９００  

千円  

同上  同上  同上  

計  ２１９，６００  

千円  

   

５  予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、営業

費用、営業外費用及び特別損失の間の流用とします。 

６  次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の

金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合

は、議会の議決を経なければなりません。 

(1) 職員給与費     ９１，２４５千円 

７  たな卸資産の購入限度額は、３，５６５千円です。 

８  主要施策の状況 

(1) 令和元年台風第１９号の影響により緊急を要すると判断されるた  
め、当初は３年間で行う予定でしたが令和２年度中に完了する計画で

福岡江川護岸嵩上げ工事を行います。  
 予算額 29,270 千円（継続） 

(2) 長期予測を踏まえた改築費用の平準化を図るため、ストックマネジ

メント計画策定業務委託を行います。 
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予算額 22,000 千円（国庫補助対象・補助率２分の１）（継続） 

 

(3) 富士見市が設置する砂川堀第２雨水幹線ゲート施設負担金を支払

います。  
予算額 52,030 千円（再計上）（負担割合 52％）  

  

 


